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 prefaces

人間にとって、罪は絶対に消えない。
しかし、人間が削ぎ落ち自己が脱落したとき、
神だけが残る。
そこに、罪は無い。無である。
しかして、人間にとって自己にとって、これほど恐ろしいものはない。
自分がなくなるのだから。
私がなくなり私だけになったとき私は私である。
自分がなくなり神だけが残り、唯一神だけがいる。
それが、私である。唯一の私です
私は私です。
微笑んでいます。
静寂です。

静寂なる私から自己なる私が起り私となる。
それは、膨らみ再び縮み消え去る。
私なる自己の脱落の後には、ただ私なる静寂が微笑んでいます。

そして、次第に自己なる私が出ている時がなくなり、
やがて、自己なる私である時は消えます。

神なる私に時はなく永遠です。
私は永久に微笑み静寂です。

そして、私は永遠です。
唯、神です。
唯、静寂です。
唯、微笑んでいます。
唯、神です。
唯、私です。

私
I



1  From I to me


From I to me 1

私は、私を，分け、私を、作ります。
そのまま、私です。

あなたが消え、私が消えるとき、私です。

私が私であるとき、私です。

あなたは私です。私は私です。
すべて私です。

すべてのなかに私がいます。
私のなかにすべてが生きています。

あなたのなかに私がいて、
私のなかに私がいます。

私は私です。

私に私は生きています。
どこまでも私があります。

私は、私に、戻ります。
私は、私を愛しています。
私は、私から出て来ています。


消すこともなく、上塗りすることもなく、
ただ、そこに存在し消えている。
私のなかに私が存在して消えている。

私が私を分つ時、別れた私は私を忘れ今ここにいます。

私が消える時、私は私となる。

私は私に感謝する。
大いなる私に感謝する。
小さな私に感謝する。

大きな私と小さな私はひとつとなり、
ひとつの私は、消えている
私だけが生きている。

私にとってすべては私です。
（あなたという名の私、私というなの私、神という名の私）


私は私が消えるとき私となる。
そして、すべて私です。

恐れは畏れであり、それは、また、私です。

私が私であるとき私でいる。
そのとき私は生きている。

私の不幸は、私とあなたに私を分け、
あなたと私にしてしまったこと。

あなたは消え私となり、
私は消え私となる。

そこは、そこになく、
私だけがある。
そして、すべて私だった。


神が完璧なのでは、ありません。
私が完璧なのです。

私は、あなたと私に分けました。
ふたつのうちの一つは、完璧ではないです。
　私としてのあなたと私、
私とあなたに別れていない私は、完璧なのです。

完璧な私、完全な私がいます。いまここに。

私は完璧です。

ああっ安らぎ、
神が消え、私が消え
私だけがある。　
　これが、私のもとめていたもの。
私だけのもの、


私であるとき、安らいでいるとき、
　どうしようかとは思わない、
なにをしようかと、思わない、
　なにも思わず、
唯、やすらいでいます。
私しかいないから。
　あなたも私もいない、私がいる。

＾＾

From I To Me２

私は、私と別れて私でいる。
別れていながらひとつでいる。

私は私と別れて一つでいる。


私は、私にあなたと問いかける。
でも、答えはない。
私は私へもどるとき、
問いも答えもない私はいる。

私は私として安らぎ、
佇んでいます。

私が、私をいろいろな私に別けるとき、
別離がはじまり、哀しみがおこります。

私がフッと消えて私にもどるとき、
ただ、ひとつの私のとき、
私は、満ち足り、静寂です。幸せです。

私は、静寂、動きません、
私は、波のよう働いています。
動いてない私は消え、働いている私は融け、
私は活きています。

私は私からでて私へ至ります。

いつも祈りのなかにいて、
いつも感謝のなかにいて、
私は私のなかにいる。

私の想いは私です。
私からでて私になりました。

私が私になったとき、
私だけがいる。
しかして、私から私が出たとき、
私でなくなる。

神になりなさい。
あなたから私へ、
私になるのです。

私が私であるとき、
私は得ようとしない、得ているから。

言葉もない、すべてない。
すべてある。
私だから。

安らぎ落ち着いているとき、
私は私だ。
　不安で落ち着いていないとき、
私は私でない。私がわかれている。

私は私をあなたにしたとき、
私でなくなる。
　でも、私を私とよんだとき私である。

信じること。
自分自身を神を。
私は神だから。

信じること。
自分自身を私を。
私は私だから。

私に私は見えない。
私だから。
私には見える。

神とはこれである。
これは私です。

あれでもない、これでもない、それでもない。
あれです。それです。これです。
神です。私です。

私は生きている。私は活きている。私はいきている。
草木は生きている。風は活きている。空はいきている。
ああっ、私はいきている。

働かない、儲けない、動かない、稼がない。
受け取り、渡す。
受け入れている。生み出している。
施し、施されている。

私は無、無は無限、無限は完全。完全なる私。
私は私。ああっ私は私であった。

感謝して、捨てない、生かし、使い切る。
私だから。

私は私が望むとおりに生きている。
私は私だからだ。
私の望みは私の恵みだ。
それは、愛と平和です。穏やかです。
平安と激しさと厳しさ、
そして、
静寂。

私はいまここにいる。
私のなかに私はいる。



From I To Me 3

私をつかみ私とひとつになり、私を突き抜けます。
越えたとき、あなたは、私とになります。
超えたとき、あなたは私であることを知ります。
あなたは私であり私は私です。
私は私しかなく、唯ひとつ私だけが尊く存在しています。

あなたの見えている私を突き抜けたとき、
あなたは消え私として存在しています。
唯ひとつの私です。唯一つの尊厳です。だた一つの静寂です。唯一つの歓喜です。



From I To Me 4

外にむかうなかれ、内に向かえ。
内に向かうなかれ、外へ向かえ。
どこにも向かうな。
ただ、ここにあれ。

名にこだわるな、意味にとらわれるな。
唯、唯一のそれを見よ。

見ることにこだわるな。それにとらわれるな。

この書に解釈はいらない。
唯、見よ。
そして、捨てよ。



From I To Me 5

見ることなく、見られることなく、見る行いなし。
見ることあり、見られることあり、見る行いあり。
そして、私だけがいた。

私から私は離れ私となる。
私は私を振り返る。
　しばし、私を忘れ、
私は私を振り返り、
渡しに戻る。

行いあり、人あり、己あり。
行いなく、人なく、己なし。
すべて私である。

あなたを私にしたとき、私はあなたとなる。
唯ひとつの私である。

あなたと私は、合わさって、
私は私です。

ああっ私から私がでている。
私から見ると私です。

あなたは、あなたの道を行くのです。
それは、私ですね。
（あなたとしての私）

私はあなたとなるとき私となります。
私は私でした。
（私（神）は私（神）でした）

私の通った道を通り抜けたとき、私となります。
私への道を通るときが、真の私です。
私と自分を分けるのは、私ではありません。

私は私の道を通り抜けたとき、私となります。
私は私の道を通り抜けた者こそ私なのです。

道も私、私も私、私は私です。
私は私です。

私は私を抜けて私です。
始めも終わりも私です。



2  I am Me



I am Me 1

私は私である。

はじけたはじけた神がはじけた。
はじけたはじけた私がはじけた。

私はここにいる。
神はここにいる。
私は神である。
私は私である。

神は神である。



I am me 2

私が迷うとき、それは、私が私から、外れたときである。

私から私がでて私を祈る。そして、私は私となる。

注釈：以下の注釈は噛み砕いてみた。
しかし、"私は私である"からは、隔絶した気づきである。
（
 　浅い気づき：
私（神）から私（人、世界）がでて私（神）を祈る。そして、私（人、世界）は私（神）となる。
 　いま一歩の気づき：
私（神）から私（神）がでて私（神）を祈る。そして、私（神）は私（神）となる
）

私は神である。私はすべてである。
私は私である。



I am Me 3

私はなにものでもない。
でも、生きている。
ありがたい。

唯、与えている。
唯、与えられている。
ありがたい。

眠っていた私は消えた。

私は私と対話している。
そのとき私は私でない。



3  I am I



I am I 1

私から私がでて、
私へ至る。

私は分かれて私と対話する。
そして、私だけがあった。

手放す者はすべてを得。
つかむ者は得られない。

持たないものはすべてを得、
持つ者はそれしか得ない。

すべてを失い私となる。

一人一人がこの世界の主体者です。
完全な神なのです。

あなたの見ている世界は、あなたの世界です。
あなたの見ている心は、あなたの心です。
つまり、すべては、あなたのものです。
しかし、それをつかもうとしては、なりません。

私は私である。
すべてである。
ひとつである。

私は完璧である。
私は完全である。

私は神である。私は存在である。

私はここにいる。
私はそこにいる。
私は私である。

私は私です。
そのまま私です。

私は私
I am I

私
I

I am I 2

自分で自分を突き放すことです。
しかし、自分では自分は突き放せません。

見る者なく見られる者なく
私だけがあります。

神を信じることそれだけです。
それは、私を信じること。私であること。

私は私を突き放す。
それを見ている私がいる。

私はまだまだだ。
まだまだ、私でない。

私からでて私となる。
しかして私である。



I am I 3

神から別れているとき不幸である。
神とひとつのとき幸福である。

神なる私から私が出て、
私は私を振り返る。
そして、再びひとつとなる。
しかして、それは、永遠にひとつである。
私と私は永久に私だけである。



4  I



I　1

もっと自由に。もっと自由に。
私は私になる。

求めよ、与えられる。
たたけ！開かれる。

神の道を。神の門を。

罪を赦すのは神だけです。
罪が赦されるのは神だけです。
神であることを知れ！

神の意志は私の意志です。
私が欲しいと想った事は神が想ってます。
すべては神のです。



I 2

答えは、いまここにあります。
”私は私である”
つねにこのことを持ち続けてください。
そこから、新しい人生が日々始まります。

I
私

それは、君の壁でもあり、
私の壁でもある。
二人でのり越えよう。
一緒にのり越えられらないものはない。
本当は壁などないから。



I 3

愛は伝えるものではないです。
伝わっています。
存在です。


ただ、そこにいなさい。
それで足りなさい。
私はそれなのだから。

あらゆる方法は、それを指し示すものにすぎません。
それとは私です。
私が私により私に示されたとき、方法は消えます。
私は方法などなしに、いつもここにいますから。



I 4

一瞬一瞬に生きるってことは、一瞬一瞬と捨てるってことなんだなぁ
私は一瞬一瞬を生きています。
私は一瞬一瞬を捨ててます。

私は神の前では罪人です。
しかし本当は神なのです。
神からみたとき、すべては赦されています。
神は私達を愛しています。
では私は神を愛しているでしょうか？
いいえ、神にそむいていきています。
しかし、
私が私を捨てたとき、神だけが残ります。
神だけがあり、神はすべてを愛しています。
私は私をすて、
私だけがあります。
私はすべてを愛しています。
私はすべてを赦しています。
私はすべてを受け入れています。
私はすべてですから。



I 5

私は私という名のボトルを作り、
私という名の手紙を入れて、
私という名の海へ流す。
そして、
私は私という名のボトルとであう。
しかして、ボトルが割れたとき、
私であることを知る。

あなたは、すべてを経験してきました。
私はすべてを経験してきました。
私は・・・・

私は私と私とにわけて、
世界という名の私を作り、
（そのルツボのなかで、）
私という名の私を演じている。

私は私を助ける為に私から生まれて来た。
そして、もう一人の私は、その私を助けるためにそばにいる。
私達はお互いに助け合い愛に生きている。



I 6 

神様は全てにいらっしゃいます。
神様は全てです。
ということは、あなたも神なのですよ。
もちろん私も神です。

私は静かに目を閉じ心を鎮めます。
そのまま、深い感謝のうちに沈みます。

ああっ、私は愛そのもの、静けさそのものです。
神そのものです。
私は神であった。
私は私です。

私が消えてあなただけが、残っています。
私が消えて私だけが残っています。
私はあなたです。私は私です。



5  I am Smile 



I am Smile 1

唯、微笑みなさい。
唯、微笑みんでください。
私は微笑みのなかにあります。
私は微笑みです。
あなたが微笑むとき私は微笑んでいます。

すべては、神がしています。
私である神が。
でも、それは、あなたでもあるのです。
ああっ私は私でした。
微笑みは私です。

いつも祈りとともにいて、いつも感謝とともにいて、
それが私の私です。

ああっ、私の未来は開かれています。
ああっ、私の過去は開かれています。
私は、いまここにいる。
私は微笑んでいます。

不思議なことに、私は微笑んでいるのです。
まわりのものみな、すべて微笑んでいます。
それはひとつの大きな微笑みなのです。
ありがとうございます。

私はそれを伝えています。
でも、私がしているのではありません。
私が私をしているのです。
それは、豊かな微笑みです。



I am Smile 2

私が私とであうとき、私は私です。
私は微笑んでいます。

唯、微笑んでください。
そのなかにあなたは私をみます。

永遠なるものそれは私です。
私は永久に安らぎ微笑んでいます。

私は永遠です。

私は微笑みです。

私は安らぎです。

なにかになろうとしてはいけません。
すでにあなたはそれなのですから。
私です。

微笑みは私です。
それは私です。

やすらぎは私です。
それは私です。

静寂は私です。
それは私です。

私から私が別れ脈々と生きています。
よろこび生きています。
いまここに微笑んでいます。
それはひとつの私です。

私は私としてあります。
いまここ私です。

微笑みは微笑みとしてあります。
いまここに微笑んでいます。

救いはどこにあるのでしょうか？
いままここに微笑みんでいます。
私は救いそのものです。

微笑みにも拘らない。
そのとき私は微笑んでいる。
私は私だからです。
私は微笑みだからです。

それを伝える必要もなく、
それを求める必要もなく、
それはそこにあります。
それは私です。
それは微笑みです。

微笑みは伝えません。
微笑みは求めません。
それはここにあります。
私です。

すべてのものみな微笑み。
私です。

微笑みと微笑みはひとつです。
唯ひとつ微笑んでいます。

なんとなく、それは、ここにあります。
微笑んでいます。
私としてあなたとして。
私です。

微笑んでいます。
唯、ゆったりとゆっくりと微笑んでいます。

指差しても指差さなくても、
注意を向けても向けなくても、
私は微笑みです。

私は微笑みそのものです。
微笑みは私です。

私もなくあなたもなく、
微笑みはそこにありました。

微笑みとは感謝です。
静に微笑み感謝して
私は手を合わせます。
ありがとうございます。
生かされています。
私は私に生かされています。
私は私を生かしています。
私は微笑んでいます。
微笑みです。
静かな微笑み、
静寂な微笑みです。

私は静かに笑みをたたえ、
手を合わせて祈ります。
唯、ありがたく、微笑んでいます。



6  I am Quiet



I am Quiet 1


静寂な微笑み
それが私です。

私は静寂のなかに佇んでいます。
私は静寂です。

私は静寂です。
私は静寂に微笑んでいます。

静かなる時、静かなる永遠、
それは、私。
ただ独り私。
唯一私だけです。
唯一私です。



7  Watashi



Watashi 1

なにかになるひつようもなく、
なにかであるひつようもなく、
ただ、
そぎおち、
なにもなく、
自分がなくったとき、
神が消えたとき、
私だけであることがわかります。
真実は、私だけがあります。
私です。

私が消えて、
全てが消えて、
神が消えて、
私です。

愛と平和です。
微笑んでいます。
静寂です。
私です。

希望と絶望がひとかけらもなくり、それはあらわれる。
私が消え、それだけがある。
私です。



Conclusion

小さな私は私を振り返り、そして、私へ戻った。
大きな私から見る時、小さな私を冷静に見れる。
しかし、
さらなる真実は、小さな私もなく、
そして、大きな私もない。
ただ、一つの私だけがいるのだ。

























